
「けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2012」を、2012年12月3日に大阪新阪急ホテルにおいて、『ICTの未来を展
望する』をテーマに開催しました。本年度は、けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会（以下、協議会）設立10周年を
記念して、これまでの活動を総括し、今後の方向性を議論することを目的として開催し、92名の方にお越しいただきました。
はじめに基調講演として、京都大学の吉田進教授に、我が国が抱えるICT分野の課題と展望について包括的にまとめていた

だきました。次に、株式会社ゆめみの深田浩嗣代表取締役社長が、企業経営者の立場から仕事に対する熱い思いを話され、
特に若い方に大きな刺激となりました。続いて、10年間の協議会の活動のまとめとして、慶應義塾大学の山中直明教授と
ATR社会メディア総合研究所の萩田紀博所長にご講演いただきました。また、「情報通信技術・社会の将来像と協議会の役割」
と題して、NICT社会還元促進部門の高橋幸雄部門長を座長に、山中・萩田両氏に加え、北陸先端科学技術大学院大学の
島田淳一教授、関西文化学術研究都市推進機構の二宮清理事によるパネルディスカッションが行われました。
本シンポジウムは、企業の枠を超えて研究者が集まり研究を行う場として、協議会が非常に有効に機能してきたことを知って

いただくよい機会となり、今後ともICTの種を蒔き育てる畑の役割を果たし、研究者が集まって花を咲かせる場を提供していく
こととして締めくくりました。

2012年12月10日、トルコ共和国のイスタンブールにおいて、光ネットワーク及び関連ソリューションに関するワークショップが開
催されました。本ワークショップは、トルコ政府が建国100周年となる2023年に向けて全国民へのブロードバンド・ネットワークの
普及を目指した政策を進めていることを踏まえ、日本が中心となって標準化を進めている光通信技術のトルコ市場への導入を目指
して、日本・トルコ間におけるICT技術とビジネスにおける協力関係を構築するため、両国の政府、電気通信事業者、製造業者、
研究機関等、約180名の参加を得て実施されました。
NICTは、光ネットワーク研究所のネットワークアーキテクチャ研究室 原井洋明室長が、光パケット･光パス統合ネットワーク技

術について発表を行い、世界初の100Ｇbpsの光パケット交換技術、NICTが開発した安定動作する光パケット・光パス統合ノー
ドなどを紹介しました。

●会場からも活発な意見が出されたパネルディスカッション 

けいはんな情報通信
オープンラボシンポジウム2012を開催

－10周年の節目にICTの未来を展望－

光ネットワーク及び関連ソリューション
に関するワークショップ等報告

NICT NEWS  2013. 1 9 


